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研究成果の概要（和文）：  本研究の目的は、子ども達に図画工作・美術への苦手意識をつくらない教育内容を
探求し、その具体的な教育コンテンツを開発することにある。
　研究成果としては、平成26年度からの実態調査の実施とその結果の分析から、苦手意識を生み出す原因を追及
し、苦手意識を解消させる要素を明らかにしてきた。その要素をもとに苦手意識を減少させる試みを教育内容の
教育コンテンツとして、実際の大学講義に取り入れて検証してきた。
　講義前と講義後に調査し、大学生の苦手意識の変容とその理由とを考察することで、小学校教員養成課程にお
ける図画工作・美術への苦手意識をつくらない効果的な教育コンテンツのいくつかを明らかにすることができ
た。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this study was to explore the elimination of the weak 
awareness education of art expressin of the student, it is to clarify the educational content in 
primary school teacher training course. In 2013 I conducted a survey about the arts and crafts 
education and art education, has been analyzing the results. It revealed the elements of the order 
to eliminate the children of the weak awareness from there.　The element has been validation studies
 incorporated into lectures. To investigate consider the transformation of the weak awareness of 
college students, I was able to clarify some of the valid educational content.

研究分野：教科教育学　

キーワード： 図画工作教育　美術教育　美術に対する苦手意識　教員免許状更新講習　小学校教員養成課程　造形美
術教育　教育コンテンツ　教育内容
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景
（１）日本の未来と教育の役割・重要性 
これからの日本の明るい未来にとって「教育」

が担う使命と役割は、とても大きく重要であると
考えている。それは、これからの日本を創り上げ
ていくのは、他ならぬ今から育ち社会へと巣立っ

ていく子どもたちであるからである。 
いかに厳しい経済状況と社会背景であろうと現
在の子どもたちの健やかな成長を強く願うと共に、

未来の日本の姿をも視野に入れながら、これから
の日本のあるべき姿と目指すべき方向性へ導いて
いくのが「教育」の大きな役割であり重要な使命

があると考える。 
（２）学校教育現場の関心事と問題点 
現在の教育界では、学力低下問題をきっかけに

全国学力調査が行われるようになり、学校教育現
場における重要かつ最大の関心事が、その調査結
果に反映される学力の数的な量の度合いになって

しまっている。それ故に、その対象教科である国
語・算数・数学・理科等が、より重視されるよう
になっている。教科の格差が生まれている。 

『学力』とは、単純に毎年実施されている全国
学力調査や国際学力調査等のペーパーテスト等の
結果で計られるものだけではないはずである。 

ペーパーテストなどの目に見えた結果のみに一
喜一憂するのでなく、表に現れない目に見えない
学力についても教育にとっては、無視できない重

要な要素であることを改めて確認すべきである。 
（３）目に見えない学力への課題 
これからの社会を考えた時に、児童・生徒の目

に見えない力、生涯にわたって生きて働く力とし
て豊かな人間性の育成が重要と考える。 
全国学力調査や学力テスト等に代表されるよう

な目に見える学力ばかりではなく、知・情・意の
バランスのとれた豊かな人間性、「創造性」や「発
想力」「感性」など、目に見えぬ「生きた力」とし

ての学力も益々必要になると考える。  
これらの資質・能力も教育において課せられた
重要な使命であると考えている。 

（４）図画工作・美術の軽視問題 
目に見えない学力育成に貢献しうる教科の一つ
として、表現教科である図画工作・美術の教育に

着目し、あえて目を向けるものである 
しかしながら、社会一般的には図画工作や美術
というものは、国語・算数などと比べるとあまり

重視されず、軽視されている状況がある。 
さらに、図画工作や美術では、児童・生徒がう
まく上手な作品を完成させると高く評価され、そ

のための作品作りを目標にしている教科というイ
メージがとても強く、目指すべき教育ではない。 
さらに、それを裏付けるような実態や経験等が

あるのか、図画工作・美術に対して苦手意識を抱
いてコンプレックスを持っている子供や大人は少

なくない。これは無視できない問題である。 
（５）図工・美術に対する苦手意識の存在 
大学においても美術の専門教育を受けてきてい

ない小学校教員を目指している学校教員養成課程
の一般の大学生たち、そして小学校教育現場のベ
テラン教師たちでさえも、図画工作・美術への苦

手意識を抱いていることがわかってきている。 
本来、義務教育段階における図画工作科及び美
術科の教育は、上手に作品を描き作ることのでき

る一部の得意な児童や生徒のためだけのものでは
なく、さらに一部の芸術家やアーティストを育成
するためにあるものでもない。 

全ての子ども達にとって、楽しく有意義な教育
活動であるべきである。日本の未来にとって教育
が担う使命と役割が重要であるからこそ、苦手意

識が生まれない教育の実現が求められる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、図画工作・美術に対して苦手意識

が生まれる原因と理由とを探求し、その苦手意識
を根本から少しでも解消するような教育内容とそ
のための有効な教育用コンテンツを研究していく。  

そして、最終的には苦手意識を抱かせない教育
コンテンツを具体的に開発することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
  
研究方法については、以下のような段階を踏ま
えて行ってきた。 

 
（１）実態調査の実施 
現在の実状を把握するために小学生から大学生
までの児童・生徒を対象にして、大規模な実態調
査を実施して、図画工作・美術に対する意欲と苦
手意識の状況を明らかにする。 
（２）調査結果から苦手意識の原因を探求 
実態調査の結果の考察から、子ども達に苦手意
識を抱かせる理由と原因について考察する。ここ
から、なぜ子ども達の中に図工・美術への苦手意
識が生まれるのか原因と理由とを究明する。 
（３）苦手意識をつくらせない要素の探求 
苦手意識をつくりだす理由の考察から、児童・
生徒に図画工作・美術に対する苦手意識を抱かせ
つくらせない要素を明らかにする。 
（４）教育コンテンツの開発 
苦手意識をつくらせない要素から具体的な教育
コンテンツを開発し、実際の授業の中で検証し教
育的な効果を探求する。そのために授業前と授業
後に調査を行い、生徒の苦手意識の変容と共に効
果のあった教育的コンテンツを明らかにしていく。 
 



様 式

４．研究成果
 
（１）
 本研究の成果としては、第１年次の平成
年度に小学生から中学生・高校生そして大学生
を対象に本格的な実態調査を実施して、図画工
作・美術に対する好き嫌いの意識の確認と共に、
学習に対する〔意欲〕と図工・美術への〔苦手
意識〕の実態ともいえる現状について、あらた
めて実際に
 そこでは、図画工作と美術については、子ど
も達は嫌いというよりも好きな印象を持ち学習
に対しても意欲的に取り組んでいることがわか
った。
 
（２）児童・生徒の苦手意識を再確認
この教科の印象が好意
には、かなりの〔苦手意識〕の存在があること
もあらためて確認することができた。これは、
発達段階に応じて学年が上がるにしたがい、
徐々に増加していることもわかった。
特に、大学生それも一般の小学校教員養成課
程の大学生にいたっては、
ように
り図画工作・美術への〔苦手意識〕があったの
である。

 
この結果については、大きな驚きを覚えると
共に、我が国の造形美術教育にとっても緊急を
要する重要課題とするに匹敵すると考えた。
 
（３）
ごく一般の公立小学校の教員は、学級担任と
して担当するクラスの国語・算数などと共に図
画工作を
教員そのものが苦手意識を抱いたまま教壇に
立ってしまうと本来造形美術表現活動が内包し
ている
前の子供たちに教えることが難しいばかりでな
く、教員
子供たちにも同じように植え付けてしまう危険
性を孕んでいるからである。
故に実態調査結果から、あらためて本研究の
必要性とその意義を
 
（４）苦手意識の原因追求と解消の試み
平成
の実態調査の実施と共にその調査結果を分析し、
苦手意識が生まれる原因とその理由とを考察し

式 Ｃ－１９、Ｆ－１９

４．研究成果 

（１）児童・生徒の図画工作・美術
本研究の成果としては、第１年次の平成
年度に小学生から中学生・高校生そして大学生
を対象に本格的な実態調査を実施して、図画工
作・美術に対する好き嫌いの意識の確認と共に、
学習に対する〔意欲〕と図工・美術への〔苦手
意識〕の実態ともいえる現状について、あらた
めて実際に明らかにすることができた。
そこでは、図画工作と美術については、子ど
も達は嫌いというよりも好きな印象を持ち学習
に対しても意欲的に取り組んでいることがわか
った。 

（２）児童・生徒の苦手意識を再確認
この教科の印象が好意
には、かなりの〔苦手意識〕の存在があること
あらためて確認することができた。これは、
発達段階に応じて学年が上がるにしたがい、
徐々に増加していることもわかった。
特に、大学生それも一般の小学校教員養成課
程の大学生にいたっては、
ように予想以上の約６割もの学生に大なり小な
り図画工作・美術への〔苦手意識〕があったの
である。 

この結果については、大きな驚きを覚えると
共に、我が国の造形美術教育にとっても緊急を
要する重要課題とするに匹敵すると考えた。

（３）小学校教員における苦手意識の
ごく一般の公立小学校の教員は、学級担任と
して担当するクラスの国語・算数などと共に図
画工作をも教える義務がある。
教員そのものが苦手意識を抱いたまま教壇に
立ってしまうと本来造形美術表現活動が内包し
ている重要な要素である
前の子供たちに教えることが難しいばかりでな
く、教員自身が抱いて
子供たちにも同じように植え付けてしまう危険
性を孕んでいるからである。
故に実態調査結果から、あらためて本研究の
必要性とその意義を

４）苦手意識の原因追求と解消の試み
平成26年度第１年次の研究においては、前述
の実態調査の実施と共にその調査結果を分析し、
苦手意識が生まれる原因とその理由とを考察し

Ｃ－１９、Ｆ－１９

児童・生徒の図画工作・美術
本研究の成果としては、第１年次の平成
年度に小学生から中学生・高校生そして大学生
を対象に本格的な実態調査を実施して、図画工
作・美術に対する好き嫌いの意識の確認と共に、
学習に対する〔意欲〕と図工・美術への〔苦手
意識〕の実態ともいえる現状について、あらた

明らかにすることができた。
そこでは、図画工作と美術については、子ど
も達は嫌いというよりも好きな印象を持ち学習
に対しても意欲的に取り組んでいることがわか

（２）児童・生徒の苦手意識を再確認
この教科の印象が好意的な傾向があったわり
には、かなりの〔苦手意識〕の存在があること
あらためて確認することができた。これは、
発達段階に応じて学年が上がるにしたがい、
徐々に増加していることもわかった。
特に、大学生それも一般の小学校教員養成課
程の大学生にいたっては、以下のグラフ結果の
予想以上の約６割もの学生に大なり小な

り図画工作・美術への〔苦手意識〕があったの

この結果については、大きな驚きを覚えると
共に、我が国の造形美術教育にとっても緊急を
要する重要課題とするに匹敵すると考えた。

小学校教員における苦手意識の
ごく一般の公立小学校の教員は、学級担任と
して担当するクラスの国語・算数などと共に図

教える義務がある。
教員そのものが苦手意識を抱いたまま教壇に
立ってしまうと本来造形美術表現活動が内包し
重要な要素である楽しさや面白さを目の

前の子供たちに教えることが難しいばかりでな
が抱いてしまって

子供たちにも同じように植え付けてしまう危険
性を孕んでいるからである。 
故に実態調査結果から、あらためて本研究の
必要性とその意義を再確認することができた。

４）苦手意識の原因追求と解消の試み
年度第１年次の研究においては、前述

の実態調査の実施と共にその調査結果を分析し、
苦手意識が生まれる原因とその理由とを考察し

Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９

児童・生徒の図画工作・美術の実態 
本研究の成果としては、第１年次の平成
年度に小学生から中学生・高校生そして大学生
を対象に本格的な実態調査を実施して、図画工
作・美術に対する好き嫌いの意識の確認と共に、
学習に対する〔意欲〕と図工・美術への〔苦手
意識〕の実態ともいえる現状について、あらた

明らかにすることができた。 
そこでは、図画工作と美術については、子ど
も達は嫌いというよりも好きな印象を持ち学習
に対しても意欲的に取り組んでいることがわか

（２）児童・生徒の苦手意識を再確認 
的な傾向があったわり

には、かなりの〔苦手意識〕の存在があること
あらためて確認することができた。これは、
発達段階に応じて学年が上がるにしたがい、
徐々に増加していることもわかった。 
特に、大学生それも一般の小学校教員養成課

以下のグラフ結果の
予想以上の約６割もの学生に大なり小な

り図画工作・美術への〔苦手意識〕があったの

この結果については、大きな驚きを覚えると
共に、我が国の造形美術教育にとっても緊急を
要する重要課題とするに匹敵すると考えた。

小学校教員における苦手意識の問題点
ごく一般の公立小学校の教員は、学級担任と
して担当するクラスの国語・算数などと共に図

教える義務がある。 
教員そのものが苦手意識を抱いたまま教壇に
立ってしまうと本来造形美術表現活動が内包し

楽しさや面白さを目の
前の子供たちに教えることが難しいばかりでな

しまっている苦手意識を
子供たちにも同じように植え付けてしまう危険

 
故に実態調査結果から、あらためて本研究の

確認することができた。

４）苦手意識の原因追求と解消の試み 
年度第１年次の研究においては、前述

の実態調査の実施と共にその調査結果を分析し、
苦手意識が生まれる原因とその理由とを考察し

、Ｚ－１９、ＣＫ－１９

 
本研究の成果としては、第１年次の平成 26
年度に小学生から中学生・高校生そして大学生
を対象に本格的な実態調査を実施して、図画工
作・美術に対する好き嫌いの意識の確認と共に、
学習に対する〔意欲〕と図工・美術への〔苦手
意識〕の実態ともいえる現状について、あらた

そこでは、図画工作と美術については、子ど
も達は嫌いというよりも好きな印象を持ち学習
に対しても意欲的に取り組んでいることがわか

的な傾向があったわり
には、かなりの〔苦手意識〕の存在があること
あらためて確認することができた。これは、
発達段階に応じて学年が上がるにしたがい、

特に、大学生それも一般の小学校教員養成課
以下のグラフ結果の

予想以上の約６割もの学生に大なり小な
り図画工作・美術への〔苦手意識〕があったの

この結果については、大きな驚きを覚えると
共に、我が国の造形美術教育にとっても緊急を
要する重要課題とするに匹敵すると考えた。 

問題点 
ごく一般の公立小学校の教員は、学級担任と
して担当するクラスの国語・算数などと共に図

教員そのものが苦手意識を抱いたまま教壇に
立ってしまうと本来造形美術表現活動が内包し

楽しさや面白さを目の
前の子供たちに教えることが難しいばかりでな

いる苦手意識を
子供たちにも同じように植え付けてしまう危険

故に実態調査結果から、あらためて本研究の
確認することができた。 

年度第１年次の研究においては、前述
の実態調査の実施と共にその調査結果を分析し、
苦手意識が生まれる原因とその理由とを考察し

てきた。さらに、大学生の苦手意識を少しでも
解消すべく講義において、苦手意識解消の試み
をスタートさせた。
を実施し、その変容を調べた。
 

 
 この試みの結果については、上記のグラフ
果のように全体の
らすことができた。
に苦手意識を減少させることができた。
 
（５）苦手意識をつくらない要素と教育コンテ
ンツの開発
平成
手意識がつくられる原因と理由の考察から〔苦
手意識〕をつくらない要素のいくつかを明らか
にすることができた。
さらに、大学の講義においても実証研究を継
続して行い、実際に苦手意識を減少させる効果
を発揮させることができた。そこから教育コン
テンツのいくつかを明らかにすることができた。
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（７）今後の課題 
 効果的な教育コンテンツのいくつかが明らか
になることで、それをいかにどのように児童・
生徒に与えるのかという具体的な教育の方法面
が、次なる研究課題として浮上してきた。 
 この研究課題については、今回新たに採択さ
れた平成29年度～平成31年度の基盤研究（C）
における研究にて、取り組んでいきたい。 
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